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平成２４年１月 No.273け　ん　　　　　　こ　う

（題字は名誉理事長直筆）

財団法人星総合病院

＜醫霊＞霊をも醫（癒）やしたい　　　という創始者の願いを医療従事者の医の心とすべく造られた当法人の理念

 ● ● ● ●



新年のご挨拶 新たな幕開けに向けて新たな幕開けに向けて

2

　新年明けましておめでとうございます。今年は新星総
合病院がいよいよ竣工を迎えます。
　昨年３月に襲った東日本大震災とほぼ同時期に着工し
た新病院。地震により大きなダメージを受けた当法人の
復興とともに着々と工事が進む新病院は、私たち職員の希
望であります。震災は大きな傷跡を残しましたが、震災を

乗り越え復興に向けて歩みを進める中で得るものは大きく、また地域におけ
る私たちの役割を再確認する機会となりました。
　新病院でもこれまで受けつがれてきた当法人の良さをこれからも継続し、
「おらが病院」として身近な、そして地域の皆様から選ばれる病院を目指して
まいります。
　今後ともご支援ご協力をよろしくお願い申し上げます。

財団法人星総合病院　名誉理事長　星　　一雄

　明けましておめでとうございます。現在移転新築工事中の星総合病院が、今年末に竣工を
迎えます。震災を機に深まった地域との絆、信頼関係。法人全体が一丸となって復興への道
のりを歩む過程でより強化された、グループ施設間の連携協力体制。大震災を乗り越え、一
回り大きく頼もしくなった職員。新病院開院を前に課せられた大きな試練を乗り越え、当法
人の基盤がより強固なものとなりました。新病院に命を吹き込むのは私たち職員です。すば
らしい機能を十分に発揮できるよう、自分の果たすべき役割を常に考えながら、しっかり前
を向いて進んでいく年にしていきたいと思います。
　当法人が長い歴史の中で築いてきた地域との関係をこれからも大切にし、地域とともに発展を続ける病院を目
指してまいります。本年もよろしくお願い申し上げます。

財団法人星総合病院　理事長　星　　北斗

　新年あけましておめでとうございます。昨年の大震災で当院は著しい損壊を受け入院患者
様全員を他の病院に転院せざるをえない状況になりました。寿泉堂綜合病院様や太田西ノ内
病院様そして我々の仲間であります三春病院や星ヶ丘病院には急なお願いにもかかわらず
快く患者様を受け入れていただき本当にありがとうございました。お陰様でひとりの怪我人
も出ずに無事、医療人としての任務を全う出来ましたことは、ひとえに皆様方のご協力の賜
であると心より御礼申し上げます。その後、今日に至るまで多くの医療機関の皆様や地域の
皆様、そして全国の皆様にご支援を賜り昨年６月からは入院機能も復活できるようになりま
した。連携の大切さ、人と人との繋がりの大切さ、人の温かさを身にしみて感じたこの10ヶ月でした。
　お陰様で当院の新病院の建設は順調に進んでおり、現時点では平成25年１月開院を予定しております。大震災
以来、皆様方から賜りました様々なご支援は、地域医療に対する貢献という形で恩返しをしていきたいと考えて
おり、地域の皆様のニーズに十分応えられるような病院運営を目指して準備を進めているところです。昨年は当
院にとってとても大切な２人の先生を失った年でもありました。星二郎先生のような「慈悲深い笑顔」と「お陰
様で」という気持ちを忘れずに、伊藤倉雄先生のような「強い心と思いやりの気持ち」を忘れずに、患者様や地
域の皆様と関わっていきたいと思っております。本年もどうぞ宜しくお願い申し上げます。

　新年明けましておめでとうございます。昨年は未曽有の東日本大震災により当病院も大き
な被害を受けましたが、患者さんはじめ職員の皆さんの全てが無事避難できたことが何より
でした。本院は一時診療不能になりましたが、多くの方々のご支援によりまして６月からは
ほぼ順調に運営されております。特に、星ヶ丘病院、三春病院などからの協力は同じ財団と
はいいながら心より感謝しております。今回の被災は大変でしたが、一方で団結することの
重要さや思いやりの心の大切さを改めて知らされ無形の財産となりました。
　念願だった新病院も昨年３月末に着工し本年11月末頃には竣工の予定です。これでハー

ド面の充実が見込まれるわけですが、同時に患者さんへの誠心誠意ある対応、安心・安全の医療の提供などソフ
ト面での充実を目指し、これまで以上に地域の皆様のご要望に応えられる病院になるよう邁進して頂きたいと念
願しております。
　今年は辰年、皆様がお元気で奮い立つ年、活力溢れる年になりますことを願ってご挨拶と致します。

星総合病院　病院長　木島　幹博

財団法人星総合病院　総長院長　丸山　幸夫
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　明けましておめでとうございます。昨年の大震災からの新しい年へ向けての再出発の年で
す。私どものオリオンでも増床のための仮設工事、更にスプリンクラーの新設と年間を通し
ての工事が続き利用者の皆様にも大変なご不便をおかけし、ご協力をお願いして来ました。
幸いに大きな事故もなく年が越せました。私も例年になく何とか健康に過ごせました。朝の
全室の挨拶をしながらの回診から日々の務めを始めています。訪れるお部屋やベットは増え

ましたが、皆さんの元気なお顔を拝して「さあ今日も」との励みとしております。恥ずかしながら「医
師のデイケア」をさせて頂いている感覚です。出来ればこのまま現役生活が続けられるように努力し
ます。

介護老人保健施設オリオン　施設長　森　　慶秋

　明けましておめでとうございます。今年がより良い年であってほしいと思います。
　論語に「五十にして天命を知る」という言葉があります。昨年、東日本大震災が起こった
日は、私の五十歳の誕生日でした。
　県民の一人として、東日本大震災並びに東電原発事故からの復旧・復興をめざし、新たな
気持ちで一年を全うしたいと思っています。
　加えて、四月からは医療報酬並びに介護報酬の同時改定が行われ、障がい者自立支援法の
改正もなされる年ですので、更なる医療と福祉の連携協力ができるよう努力したいと思います。今後、我が国に
おける社会保障改革は、「医療（患者）モデル」の政策を「福祉（生活者）モデル」へ転換していくということに
なります。地域福祉に寄与すべき愛星福祉会としても、新規事業等も視野に入れ検討したいと考えています。
　夢や希望が幸せを運んで来る年になりますように、本年もどうぞ宜しくお願いします。

社会福祉法人愛星福祉会　理事長　星　光一郎

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、東日本大震災や福島第一原発事故による放射線被害など大変な一年でした。星総
合病院も被災して危機的な状況になりましたが、職員の素晴らしい団結力で乗り切れたと感
じます。どんな時でも患者さんにきちんとした医療を提供するという医療人としての誇りを
感じました。
　今年は、いよいよ新星総合病院の竣工の年です。新病院での診療に向けて三春病院として
はできるだけの協力をしていく所存です。役割分担と連携をキーワードとして、急性期医療を担う星総合病院の
後方病院としての診療をしっかりやること。地域の医療機関とのネットワークを築き地域医療の発展に寄与する
こと。そして、医療と介護の橋渡し役として回復期リハビリを中心とした病院診療の充実を図っていくことを主
な目標として財団法人星総合病院の新たな開幕にむけて取り組んでいきます。
　本年もよろしくお願い申し上げます。

三春町立三春病院　病院長　渡辺　直彦

　旧年中は、格別のご厚誼を賜り、誠にありがとうござ
いました。昨年は、未曾有の大災害とその対応、そして、
不安への対応と現在も多くの取り組みが続けられていま
す。災害では、多くの関係者の努力と協力により、困難
な課題をのりこえることができ、新たな診療体制を構築
することもできました。ありがとうございました。今年

は、星総合病院移転新築工事の完成を迎えます。新星総合病院での精神科診
療は地域医療のほか、他科との連携医療（リエゾン）などを進めていきます。
その中には、地域の方々の願いと期待に答えて「良質な精神科医療」を提供
します。また、当院は、日本医療機能評価機構の受審を迎えます。対策委員
会を重ねてきましたが、全職員協力のもと、より高い意識で取り組み、質の
高い医療機関つくりに向けて努力しています。今回、厚労省医療計画の対象
に精神疾患が取り上げられ、５疾病５事業となります。今後は、国民のニー
ズに応じた医療連携や地域連携の時代になっていくと思われます。安全で、
地域の皆様のご期待に添えるよう信頼される医療機関を目指していきます。
今後とも皆様のご協力をお願い致します。

星ヶ丘病院　病院長　沼田　吉彦
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　新病院建設現場の様子をリアルタイムでご覧いただけるようライブカメラを設置
しています。

【閲覧方法】
①当法人ホームページ（http://www.hoshipital.or.jp）にアクセス
②「新 星総合病院 建設現場ライブカメラ」のリンクをクリック
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　新病院の工事が始まってから10ヶ月が経とうとしています。
　現在は病棟および中央診療棟４階部分の柱の配筋工事が行われています。

サービス棟

病棟

中央診療棟

看護学校

リハビリ・
保育施設棟
リハビリ・
保育施設棟

県道　郡山・大越線

県道　郡山・大越線

美術館通り美術館通り

1/17　現場全景
1/25　病棟-4F梁配筋・
床型枠工事

1/25　中央診療棟-3F躯体
（4F床）コンクリート打設

建物配置

現場ウェブカメラ

の映像公開中！



建物内部に初潜入（平成24年１月11日）
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　コンクリート打設工事を終
えた、病棟及び中央診療棟

中央診療棟１階 渡り廊下を通って病棟へ 病棟１階

階段で中央診療棟の3階へ

地上15ｍ、診療棟3階床のスラブ配筋工事の様子。
奥に見えるのは、現在の星総合病院の看板です。

今後の予定
　２月からは、病棟・中央診療棟ともに１
階部分のLGS（軽量鉄骨の壁）間仕切工事
がスタートします。コンクリートが打ちつ
けられただけの内部に、部屋や仕切りがで
き、新しい空間が生まれます。
　「サービス棟」及び「リハビリ・保育施
設棟」は、今年の６月頃の着工を目指し、
図面作成が行われています。

③新病院建設現場において、コン
クリート打設部分計46地点（中
央診療棟22地点、病棟24地点）
について線量を測定したとこ
ろ、最高0.36μSv/h、最低0.08
μSv/h、平均0.234μSv/hとい
う値であった。（平成24年1月16
日現在）
※なおこの数値は、純粋なコンク
リート打設部分の線量ではなく
環境放射線量を含む値です。

以上の結果から、新病院建設地で
使用されているコンクリートにつ
いて安全性が確認されたことをご
報告致します。

　二本松市の建物で高い放射線量
が測定された件に関して、星総合
病院移転新築工事で使用されてい
る砕石および打設したコンクリー
トについて調査を実施しました。
①現在問題となっている業者及び
計画的避難区域内で採取した砕
石等を原料としたコンクリート
は一切使用していない。

②生コン業者は、納入した全ての
砕石等の放射線量を測定してお
り、安全性を確認した上でコン
クリートに使用している。（全
て0.003μSv/h以下）

星総合病院移転新築工事における
使用コンクリートの安全性を確認しました

➡ ➡ ➡

≪一般演題≫　総合司会　　診療部　阿部　利明

◎座長　看護部　黒田　義三
１．人工膝関節置換術後に発生した褥瘡に対する１考察 星総合病院　褥瘡対策チーム 内藤　久江

２．職員が考える緩和ケア― 終末期医療に関する調査から ―
星総合病院　緩和ケア委員会 滝澤　礼子

３．乳がん検診啓発活動に参加して　―アンケート調査から― 星総合病院
乳がん看護認定看護師 藤田　由紀

4．QOLを追求した紙おむつの種類及びあて方の検討― 一般科及び精神科での成果と問題点 ―
星ヶ丘病院　A-3病棟 菅野　紀子

◎座長　診療部　氏家　勇一
５．みはる散策マップ作製に向けた取り組み 町立三春病院

リハビリテーション科 大柄　　亨

６．回復期リハビリテーション病棟における質の評価の検討 町立三春病院
リハビリテーション科 二瓶　健司

７．放射線科における震災後の取り組みと新病院構想 星総合病院　放射線科 続橋　順市
◎座長　診療部　鈴木　茂憲
８．特発性冠動脈解離により急性心筋梗塞を発症した一例 星総合病院　循環器内科 清水　竹史

【特別報告】3.12原発事故による避難民の一人として 星ヶ丘病院　内科 堀川　章仁
（※3.12原発事故当時、富岡町の夜の森中央医院に勤務）

≪特別講演≫　　座長　神経内科　石原　哲也
　　演　題　　「神経診察の基礎」
　　　　　　　福島県立医科大学　医学部　神経内科学講座　教授　宇 川 義 一 　先生

平成23年11月24日　郡山ビューホテルアネックス

　当法人では、職員や地域医療機関の先生方が最新医療を学ぶ場として、年２回「集談会」
を開催しています。職員８名の研究発表に続き、原発事故で避難民となり現在星ヶ丘病
院に勤務する堀川章仁先生による「3.12原発事故による避難民の一人として」と題した
講演も行われました。
　特別講演では、講師に福島県立医科大学医学部神経内科学講座の宇川義一教授をお招
きし、「神経診察の基礎」をテーマにご講演いただきました。
　職員をはじめ、連携医など計288名が参加、活発な質疑応答が行われ、有意義な研修の
場となりました。

宇川教授による特別講演のようす

第80回集談会
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　星総合病院の看護師赤間孝典さんが県内で初となる「認定遺伝カウンセラー」の資格を、また町立三春病
院の看護師佐久間直美さんが、「回復期リハビリテーション看護師」の資格を取得しました。

「認定遺伝カウンセラー」（日本人類遺伝学会・日本遺伝カウンセリング学会認定）

①「認定遺伝カウンセラー」はどのような役割を担っているのですか？
　認定遺伝カウンセラーは、名称から心理カウンセリングの専門家と思われ
がちですが、遺伝医療の専門家です。確定診断のための遺伝学的検査、お薬
の反応に関係する個体差の診断、がんや高血圧、糖尿病といった多因子遺伝
性疾患中に含まれる稀少疾患の診断などをサポート・コーディネートし、患
者だけでなく、罹患していない血縁者を含む家族全体へのオーダーメイド医
療（個々人の体質に合わせた健康管理の提供）の実現を促進させる役割を担っ
ています。

②今後の抱負を一言お願いします
　近年、全国の国公立大学病院を中心に遺伝医療部門が立ちあげられていま
すが、東北地方ではまだ全診療科に対応できる遺伝医療体制は整っていませ
ん。「遺伝カウンセリング」は昨年日本医学会のガイドラインに示されたこ
とで、医師として必要な技術の一つになると思います。胎児・小児・成人の
幅広い領域にまたがって医師や他の医療職の協力を得て、東北地方の医療の
質向上のために貢献できればと思います。

「回復期リハビリテーション看護師」（全国回復期リハビリテーション病棟連絡協議会認定）

①「回復期リハビリテーション看護師」はどのような役割を担っている
　のですか？
　回復期リハビリテーション病棟は、多職種協働の現場です。
　全国回復期リハビリテーション病棟連絡協議会主催による「回復期リハビ
リテーション看護師」は、患者さんのADL能力の向上により寝たきりの防止
と在宅復帰を目的とし看護の専門性を発揮し、チームアプローチを実践する
ことが求められます。

②今後の抱負を一言お願いします
　回復期リハビリテーション病棟の看護師としての役割は、患者さんが安心
して社会生活できるように働きかけることです。そのためには、入院中にで
きるADL能力の向上と、身体能力を知り安全に生活できる能力を養ってもら
うことが大切となります。患者さんの精神的支えとなり、生活の再構築がで
きる看護を実践できる看護師になりたいと思います。

「認定遺伝カウンセラー」・
「回復期リハビリテーション看護師」が誕生

　星総合病院では、「One Worldプロジェクト」よりカツラや帽子、
パッドなどを提供いただき、希望される患者さんに無料でお渡しし
ております。
　「One Worldプロジェクト」は、東日本大震災の被災地の患者さ
んにカツラや帽子、下着などを届けようと、全国から寄せられた支
援物資を東北の病院に送る活動を行っている全国組織です。星総
合病院でも多数の支援物資をお送りいただきました。
　ご希望される方は、外来受診の際に看護師までお申し出下さい。

がん患者さん用のカツラやケア帽子
希望される患者さんに提供します

心のこもったお手紙と一緒に届けられた
カツラ、帽子、パッド等

星総合病院
認定遺伝カウンセラー

看護師
赤間孝典さん

町立三春病院
回復期リハビリテーション看護師

副主任看護師

佐久間直美さん



施設ニュース施設ニュース
パート①

ポラリス保健看護学院

星 総 合 病 院

星 ヶ 丘 病 院

養護老人ホーム三春町敬老園

三春町立三春病院
介護老人保健施設オリオン
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郡山市エイズ予防ポスターコンクール
最優秀賞受賞
　郡山市内の各学校から
の応募総数69作品の中で、
ポラリス１年生の船木結
以さんが見事最優秀賞を
受賞しました。
　その他、１年生４名が
優秀賞を受賞しています。
おめでとうございました。

クリスマス会 平成23年12月17日

　地元小学生や婦人会の皆様がダンスや歌を披露
してくださいました。また、三春病院の白岩理先生
が、雷クリニック院長の雷毅先生及び友人の石井修
一様とギターの弾
き語りを行いまし
た。患者さんご家
族及び隣接する三
春町敬老園入所者
の方々が集まり、
楽しいひと時とな
りました。

入院中のお子さんに
クリスマスプレゼント

平成23年
12月22日

　職員がサンタとトナカイに扮し、入院中のお子さ
んの病室を訪問し、クリ
スマスプレゼントを贈
りました。サンタと握
手したり一緒に写真撮
影も行いました。
　なおプレゼントは、福
島県骨髄バンク推進連
絡協議会の皆様より寄
贈いただいたものです。
（写真下）
　どうもありがとうご
ざいました。

クリスマス・忘年会 平成23年12月17日

　クリスマス会と忘年会を兼ねた、「クリスマス・
忘年会」を行い
ました。入園者
の皆さんと共に、
平成23年の10大
ニュースを振り
返りました。１
位は、「３．11東
日本大震災」の
話題でした。

クリスマス会 平成23年12月20日

　職員が扮したサンタとトナカイがソリにのっ
て登場しご挨拶。利用者の皆さんはとんがり帽
子をかぶり、「ジングルベル」の音楽に合わせて
上手に鈴を演奏したり「赤鼻のトナカイ」を合
唱し、賑やかなク
リスマス会とな
りました。職員
による合唱・器
楽演奏も行われ
ました。

あさか開成高校音楽部
クリスマスアンサンブル
コンサート2011

平成23年
12月17日

　音楽部の皆さんは赤い帽子をかぶってクリ
スマスの雰囲気を演出し、合唱や器楽のアンサ
ンブル演奏で「きよしこの夜」「サンタが街に
やってくる」などのクリスマスソングメドレー
を披露してくれまし
た。会場に集まった
患者さんやご家族な
ど約120名は、高校生
の元気で美しいハー
モニーを楽しんでい
らっしゃいました。

懸虹NO.272より、「施設ニュース」の枠について、各施設のカラーを
定めました。
（法人：紫、星総合病院：緑、星ヶ丘病院：青、三春病院：薄ピンク、
オリオン：オレンジ、敬老園：濃ピンク、ポラリス：黄緑）



施設ニュース施設ニュース
パート②

　三春町立三春病院では、平成20年10月より
回復期リハビリテーション病棟を開設し、脳卒
中や骨折などで入院された患者さんのリハビ
リテーションを行っております。
　この度、患者さんが退院後も安心して杖や車
椅子を使用し外出するきっかけ作りとなるよ
う、三春町の町づくりを調査し「みはる散策
マップ」を作製しました。中心市街地の史跡や
食事処などを掲載しています。
　みはる散策マップは三春病院受付で配布致
します。なお、三春病院ホームページ上からも
ダウンロードできます。是非マップを手にして
外に出向いてみてはいかがでしょうか。

【お問い合わせ　TEL：０２４７－６２－３１３１】

「みはる散策マップ」作製「みはる散策マップ」作製「みはる散策マップ」作製

　毎年恒例となった、「年越し蕎麦振る舞い」を
行いました。
　患者さんやお見舞いにいらしたご家族の方に、
心温まる年越しを迎えていただきたいとの思い
で職員が蕎麦を振る舞いました。星総合病院60
食、三春病院では20食を振る舞い、ご好評いただ
きました。

星総合病院・町立三春病院

年越し蕎麦振る舞い（平成２３年１２月３１日）
星総合病院・町立三春病院

年越し蕎麦振る舞い（平成２３年１２月３１日）
星総合病院・町立三春病院

年越し蕎麦振る舞い（平成２３年１２月３１日）
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ご意見をお聞かせ下さい。

ホームページアドレス
http://www.hoshipital.or.jp
発　行／ 財団法人星総合病院
編　集／「懸虹」編集委員会
発行日／平成24年1月25日
住　所／〒963-8501
　　　　 郡山市大町2丁目1-16

＜調査項目＞
　設置の有無：駐車場、障害者用トイレ、AED
　　　その他：杖使用可、車椅子使用可、シルバーカー使用可

財団法人   星総合病院
●星総合病院
〒963-8501　福島県郡山市大町二丁目1番16号
TEL 024-923-3711

　星訪問看護ステーション
〒963-8813　福島県郡山市芳賀1-16-1
TEL 024-956-2322

　星総合病院　在宅介護支援センター
〒963-8501　福島県郡山市大町二丁目1番16号
TEL 024-923-3818

　星総合病院保育所
〒963-8001　福島県郡山市大町二丁目12-13
　　　　　　　宝栄郡山ビル202号
TEL 024-923-5550

●星ヶ丘病院
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-952-6411

　星ヶ丘訪問看護ステーション
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-962-1711

　居宅介護支援事業所星ヶ丘
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地
TEL 024-952-6414

　星ヶ丘保育園
〒963-0211　福島県郡山市片平町字北三天7番地3号
TEL 024-951-0788

●介護老人保健施設オリオン
〒963-0211　福島県郡山市片平町字峯三天2番地
TEL 024-952-6413

●三春町立三春病院（指定管理）
〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50
TEL 0247-62-3131

●養護老人ホーム三春町敬老園（指定管理）
〒963-7752　福島県田村郡三春町字六升蒔50番地の1
TEL 0247-62-3618
●ポラリス保健看護学院
〒963-8071　福島県郡山市富久山町久保田字金堀田4番地
TEL 024-922-9105
●芳賀・小原田地域包括支援センター
〒963-8813　福島県郡山市芳賀1-16-1
TEL 024-941-1121

HP http://www.hoshipital.or.jp




